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COMMONSPIRIT HEALTH 

政府政策補遺 

補遺 財務 G-003A-A 発効日：7/1/2021 

件名:病院施設の財務支援に関する連絡先 

Arizona General Hospital Mesa

CommonSpirit に基づき 政府の財政ポリシー G-003, 財政支援に基づき、 Arizona 
General Hospital Mesa の連絡先は以下の通りです。

 また、「財政支援ポリシー」、「財政支援申込書」、「請求と回収ポリシー」、

「平易な言葉でまとめたもの」については、当病院施設のウェブサイトに掲載されています。
https://www.dignityhealth.org/arizona/locations/arizonageneral/patients-and-visitors/for-patients/
billing-information/financial-assistance

 プロバイダーリストは、以下のサイトでご覧いただけます。
https://www.dignityhealth.org/arizona/locations/arizonageneral/patients-and-
visitors/for-patients/billing-information/financial-assistance

 患者さんは、病院施設の AGB パーセンテージおよび AGB パーセンテージの算出方法

について、以下のファイナンシャル・カウンセラーから詳細な情報を得ることができます。
602-433-7430

 経済的支援を受けることに関心がある、または経済的支援、申請手続き、請求および

支払いプランのオプション、支払いが行われなかった場合の措置、およびアカウントに関し

て利用可能なその他の該当プログラムについて質問があるすべての患者／保証人は、以下の

通りです。

1. 病院施設に直接連絡してください。Financial Counselor Office

2. 当院のファイナンシャルカウンセラーにお電話ください。602-433-7430
3. 病 院 施 設 の ホ ー ム ペ ー ジ は こ ち ら で す 。
https://www.dignityhealth.org/arizona/locations/arizonageneral
4. 郵送でのお申し込みは Hospital Patient Services, 8601 N. Black Canyon Hwy., Suite 211,
Phoenix, AZ 85021

 また、財政的支援を受けられなかった患者・身元保証人は、その決定に対して異議を申

し立てることができます。紛争・異議申し立ては、 602-433-7430 または財政アシスタントセン

ターに連絡してください。8601 N. Black Canyon Hwy., Suite 211, Phoenix, AZ 85021

関連文書:  

CommonSpirit 政府の財政ポリシー G-003, 財政支援 

CommonSpirit 政府の財政ポリシー G-004, 請求と回収  


	COMMONSPIRIT HEALTH (64)
	政府政策 (32)
	方針 (32)
	内国歳入庁(IRC)セクション501(r)に従い、非課税を維持するために、CommonSpirit Healthの各病院組織は、病院施設で提供されるすべての緊急医療および医学的に必要なケア（以下、EMCareと呼ぶ）に適用される、書面による財政援助方針(FAP)および緊急医療ポリシーを確立する必要があります。このポリシーの目的は、病院施設が患者さんに経済的支援を提供する際の条件を説明することです。また、本ポリシーでは、患者様のアカウントの支払いが滞った場合に病院施設が取るべき行動についても説明して... (32)
	規模 (32)
	このポリシーは、病院施設を運営するCommonSpiritとその非課税の直接関連会社 および非課税の子会社 （以下、個々にCommonSpirit 病院機構といい、総称してCommonSpirit 病院機構といいます）に適用されます。CommonSpiritの方針は、CommonSpiritの病院施設において、患者の経済的支払能力に関わらず、すべての患者に差別なくEMCareを提供することです。 (32)
	原則 (32)
	CommonSpirit 病院機構は、カトリックの医療機関として、また免税団体として経済的な 支払い能力に関わらず、患者さんや治療を求める人々のニーズに応えることが求められています。 (32)
	以下の原則は、思いやりのある高品質で手頃な価格のヘルスケアサービスを提供し、貧しい人々や弱い立場にある人々を擁護するというCommonSpiritの使命と一致しています。医療サービスを必要とする人々の経済的能力によって、医療を求めたり受けたりすることが妨げられないようにすることが、CommonSpirit 病院機構の願いです。 (32)
	CommonSpirit病院機構は、CommonSpiritの病院施設において、経済的支援や政府支援を受ける資格の有無にかかわらず、緊急医療を差別なく提供します。 (32)
	CommonSpirit 病院機構は、保険に加入していない人、一部保険に加入していない人、政府のプログラムに参加していない人、またはその他の理由で支払いができない人に、CommonSpirit病院機構で提供される緊急ではない医療上必要なケアに対して、経済的支援を提供することに専念しています。 (32)
	申請 (32)
	A. このポリシーは以下に適用されます。 (32)
	● CommonSpirit 病院機構が病院施設内で提供するEMCareのすべての料金。 (32)
	● CommonSpirit 病院機構に雇用されている医師または上級臨床医が提供するEMCAREが病院施設内で提供された場合のすべての料金。 (32)
	● 実質的な関連団体に雇用されている医師または上級臨床医が病院施設内で提供するEMCareのすべての料金。 (32)
	● 患者が料金を負担することになる場合に患者に提供される、保険適用外の医療上必要なケア。例えば、滞在期間の制限を超えた日数分の料金や、患者の給付金が使い果たされた状況での料金などが該当します。 (32)
	● なお回収活動は、CommonSpirit 政府の財政ポリシー G-004, 請求と回収に基づいて行われるものとします。 (32)
	B. 他の法律との調整 (32)
	資金援助の提供は、連邦法、州法または地方法に基づく追加の法律または規制の対象となる場合があります。そのような法律は、本ポリシーよりも厳しい要件を課している範囲内で適用されます。後に採用された州法又は地方法が本ポリシーと直接競合する場合、CommonSpirit病院組織は、現地のCommonSpirit・リーガルチームの代表者、CommonSpirit・レベニューサイクルのリーダー、及びCommonSpirit・タックスのリーダーと協議の上、次のポリシー見直しサイクルまでに、適用される法律に準拠する... (32)
	定義 (32)
	一般請求額 (AGB) とは、この財政支援ポリシーの下で財政支援を受ける資格のある患者が、すべての控除や割引（このポリシーの下で利用可能な割引を含む）が適用された後、保険会社から償還された金額を差し引いて、個人的に支払う責任のある最大の料金を意味します。財政支援の対象となる患者は、患者に提供されるEMCareのAGBを超えて請求されることはありません。CommonSpiritは、「ルックバック」方式を用いて施設ごとにAGBを算出しています。これは、CommonSpiritが提供するEMCareの「... (32)
	申請期間とは、経済的支援申請を完了するためにCommonSpirit 病院機構が患者に提供する期間を意味します。この期間は、(i)患者の病院施設からの退院日または患者のEMCareの日付から365日、または(ii)病院施設で受けたEMCareの退院後の最初の請求書の日付から 240日、のいずれか遅い方に失効します。 (32)
	CommonSpirit事業体 サービスエリアとは、本ポリシーの目的上、IRC セクション501(r)(3)に記載されているように、病院施設が直近の地域健康ニーズ調査に記載されている、病院施設が提供するコミュニティを意味します。 (32)
	IRC セクション501(r)(1)(A)に基づき、病院施設は少なくとも3年に一度、地域医療ニーズ調査(CHNA)を実施し、CommonSpiritの各病院組織はCHNAで特定された地域医療ニーズを満たすための戦略を採用します。 (32)
	適格性の判断期間 - 病院施設は、経済的支援の適格性を判断するために、最近の給与明細書や所得税申告書などで示される前6ヶ月間または前税年度の年間家族所得を確認します。収入を証明するには、現在の収入率を考慮して、直近の家族収入を年率換算することができます。 (32)
	資格認定期間 - 財政援助申請書および補助書類を提出した後、資格認定された患者は、決定日から12ヶ月前に受けたサービスに対して発生したすべての適格勘定に対して財政援助を受けることができます。推定適格基準に基づいて適格性が承認された場合、決定日から12カ月前に受けたサービスに対して発生したすべての適格アカウントにも経済的支援が適用されます。 (32)
	緊急Medical Care、EMTALA - 病院施設において、社会保障法第1867条(42 U.S.C.1395dd)に規定される緊急医療状態の治療を求める患者は、治療費の支払い能力に関係なく、差別 なく治療を受けるものとします。さらに、治療前に支払いを要求したり、EMCareの提供を妨げるような債権回収および回収活動を許可するなど、患者がEMCareを求める意欲を失わせるような行為は禁止されています。また、病院施設は、連邦緊急医療処置労働法(EMTALA)に基づくスクリーニング、治療、移送の... (32)
	臨時徴収の実施(ECA) - 病院施設は、本ポリシーに基づいて適格性を判断するための合理的な努力を行う前に、個人に対してECAを行わないものとします。ECAには、治療費の支払いを得るために行われる以下のような行為が含まれます。 (32)
	● 連邦法で明示的に規定されている場合を除き、個人の債務を他者に売却すること、および (32)
	● 個人に関する不利な情報を消費者信用情報機関に報告すること。 (32)
	ECAには、病院施設がケアを提供した人身事故の結果として個人（またはその代理人）に支払われる判決または和解金の収益に対して、病院施設が州法に基づいて主張する権利を有する先取特権は含まれません。 (32)
	家族 とは、国勢調査局の定義によると、出生、婚姻、養子縁組などの関係にある2人以上の同居人のことを指します。内国歳入庁(IRS)の規則によると、患者が所得税申告書で誰かを扶養家族として主張している場合、その人は経済的支援の提供を目的とした扶養家族とみなされることがあります。IRSの納税証明書が入手できない場合、家族の人数は、経済支援申請書に記載され、病院施設が確認した扶養家族の人数によって決定されます。 (32)
	世帯所得は、IRSの定義する申請者および申請者の家族全員の修正調整後総所得に基づいて決定されます。CommonSpirit 病院機構は、資格を決定する際に、患者の家族の「金銭的資産」を考慮することができます。ただしこの決定には、金銭的資産には退職金や繰延報酬制度は含まれません。 (32)
	連邦貧困レベルガイドライン(FPL)は、米国保健社会福祉省(Department of Health and Human Services)が、米国コードのタイトル42のセクション9902のサブセクション(2)の権限に基づき、連邦官報で毎年更新しています。最新のガイドラインは、http://aspe.hhs.gov/poverty-guidelinesを参照してください。 (32)
	財政支援とは、病院施設で提供されるEMCareの予想される自己負担額を完全に支払うことが経済的に困難な患者で、そのようなアシスタンスの資格基準を満たす方に提供されるアシスタンスを意味します。財政支援は、保険会社との契約で認められている範囲内で、被保険者に提供されます。 (32)
	保証人とは、患者の請求額の支払いに法的責任を負う個人を意味します (32)
	病院施設(または施設)とは、CommonSpirit 病院機構によって運営されている、州から病院としての認可、登録、または同様の認識を求められている医療施設を指します。 (32)
	医療上必要なケアとは、生命を危険にさらし、苦痛や痛みをもたらす状態、病気、傷害、疾患の予防、診断、修正、治癒、緩和、悪化の回避のために必要であると合理的に判断される処置を意味します（提供者による）。生命を危険にさらし、苦痛や痛みをもたらし、病気や障害を引き起こしたり悪化させたりする恐れがあり、身体の変形や機能不全を引き起こし、または変形した身体の機能を改善するために、他に同等の効果があり、より保守的で費用のかからない治療方法がない場合に、必要と判断されたもの。医学的に必要な治療には、正常な、または... (32)
	病院施設の運営 -病院施設は、自社の従業員を使って、または他の組織に施設の運営を委 託して運営されていると考えられます。また病院施設は、CommonSpirit 病院機構がパートナーシップとして課税されている事業体が州の認可を受けた病院施設を直接運営しているか、パートナーシップとして課税されている他の事業体を通じて州の認可を受けた病院施設を間接的に運営している場合には、CommonSpirit 病院機構によって運営されている可能性があります。 (32)
	推定財政支援とは、財政支援の適格性を判断することを意味し、第三者の業者が提供する情報やその他の一般に入手可能な情報に依存することがあります。患者が経済的支援の対象者であると推定された場合、対象者が推定対象者である期間、EMCareが無料または割引で提供されます。 (32)
	実質的な関連企業 とは、CommonSpiritの病院組織に関しては、連邦税務上パートナーシップとして扱われ、病院組織が資本金または利益を所有する事業体、または病院組織が唯一のメンバーまたはオーナーであるディスカード事業体で、州の認可を受けた病院施設でEMCareを提供する事業体を意味します（ただし、当該医療の提供が病院組織に関してIRCセクション513に記載されている無関係な事業またはビジネスである場合を除きます）。 (32)
	保険未加入とは、商業的な第三者保険会社、ERISAプラン、連邦医療プログラム (32)
	（Medicare、Medicaid、SCHIP、TRICAREを含むがこれらに限定されない）、労災補償、 その他の支払い義務を果たすための第三者による支援を受けていない個人を意味します。 (32)
	一部保険未加入とは、民間または公的な保険に加入している方で、この保険でカバーされるEMCareの予想される自己負担額を完全に支払うことが経済的に困難である方を意味します。 (32)
	金融支援の資格 (32)
	A. EMCareに利用できる経済的支援 (32)
	財政援助を受ける資格のある患者は、無料または割引のEMCareを受けることができ、そのためEMCareのAGB以上の金額を負担することはありません。財政的支援は、本書に記載された資格要件を満たし、最新の病院施設CHNAで定義されたCommonSpirit 事業体サービスエリア内に居住権を確立している患者に提供されるものとします。ただし、緊急・救急の場合、またはカリフォルニア州の病院施設内で発生した場合は除きます。アメリカ合衆国以外の国の居住者は、緊急性が高い場合を除き、病院施設の最高財務責任者（ま... (32)
	B. EMCare以外のケアには財政的支援は利用できません (32)
	EMCare以外のケアには財政的支援は利用できませんEMCare以外の医療の場合、患者はその医療の正味料金（すべての控除と保険償還を適用した後の医療の総料金）以上の費用を負担することはありません。 (32)
	C. 利用可能な資金援助の額 (32)
	経済支援の対象となるのは、保険未加入者、一部保険未加入者、政府の医療給付制度に加入していない人で、治療費を支払うことができない人ですが、このポリシーに基づいて経済的な必要性を判断します。経済的支援の付与は、個別の経済的必要性の判断に基づくものとし、年齢、家系、性別、性同一性、性別表現、人種、肌の色、国籍、性的指向、婚姻状況、社会的地位または移民の地位、宗教的所属、または連邦法、州法、地方法で禁止されているその他の根拠など、いかなる潜在的な差別的要素も考慮してはなりません。 (32)
	推定 財政支援の対象となる場合を除き、患者が財政支援の対象となるためには、以下の資格基準を満たす必要があります。 (32)
	● 患者は、CommonSpirit 病院機構での最低口座残高が10ドルである必要があります。複数の口座残高を合算してこの金額に達することができます。残高が10ドル以下の患者／保証人は、財務カウンセラーに連絡して毎月の分割払いを手配することができます。 (32)
	● 患者は、ここに記載されている「患者協力基準」を遵守しなければなりません。 (32)
	● 患者は、必要事項を記入した経済支援申請書(FAA)を提出しなければなりません。 (32)
	D. 慈善医療 (32)
	● FPLの最大200% – 家族所得がFPLの200%以下の患者（保険に加入していない、または保険に加入していない患者を含むがこれに限定されない）は、第三者による支払いがある場合はその支払い後に患者に提供された適格なサービスについて、口座残高から最大100%の割引を受けることができる経済支援を受ける資格があります。 (32)
	● FPLの201%～400% – 家族所得がFPLの201%以上400%未満の患者（保険に加入していない患者、保険に加入していない患者を含むがこれに限定されない）は、患者に提供された適格サービスのアカウント残高から、第三者による支払いがある場合には、病院施設のAGBを超えない金額まで、経済的支援を受けることができます。 (32)
	E. 患者協力基準 (32)
	患者は、病院施設が適格性を判断するために必要な情報や書類を提供することに協力しなければなりません。このような協力には、必要な申請書やフォームの記入も含まれます。患者は、適格性の評価に影響を与えるような経済状況の変化があった場合、病院施設に通知する責任を負うものとします。 (32)
	患者は、承認を受ける前に、民間保険、連邦、州、地域の医療支援プログラム、および第三者が提供するその他の形態の支援を含む、他のすべての支払い方法を利用しなければなりません。財政援助の申請者は、利用可能な保険を公的プログラムに申請する責任があります。また、病院施設内のCommonSpirit 病院機構によって提供されるケアに対して、公的または私的な医療保険の支払い方法を追求することが求められます。 (32)
	COBRA（従業員の医療給付を期限付きで延長することを認める連邦法）を含む、適用されるプログラムおよび特定可能な資金源の申請には、患者および該当する場合は保証人の協力が必要です。病院施設がCOBRA適用の可能性があり、患者がMedicareやMedicaidの受給者ではないと判断した場合、患者または保証人は病院施設に当該患者の月々のCOBRA保険料を決定するために必要な情報を提供し、病院施設のCOBRA保険料補助を受ける資格があるかどうかを判断するために病院施設のスタッフに協力しなければなりません... (32)
	F. 保険未加入者割引 (32)
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	各病院施設は、対象となる患者に適用される総料金からの割引額を計算して決定します。上記の財政援助は、この保険外患者割引に優先します。経済的支援を適用することにより患者の請求額がさらに減少すると判断された場合、病院施設は保険外患者割引を取り消し、経済的支援ポリシーに基づいて適用される調整を行います。 (32)
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	● 女性・乳児・児童プログラム(WIC)に参加している。 (32)
	● フードスタンプの受給資格 (32)
	● 他の州や地域の支援プログラム（Medicaidなど）の資格または紹介者。 (32)
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